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Abstract

The　aim 　of　this　study 　is　to　fi皿 d　out 　the 」leatures　of

common 　spaces 血 cluding 　ramps ，　healing　gardens 　and

dimng 　halls　i皿 Singapore．　The　analysis 　focused　on 　the

urban 　factor，　clmatic 　factor　and 　social 　factor　related

tD・comm 。 n 　space 　planning ｛for　welfare 　facilities．

1 ．研究の背景 と目的

　 シ ン ガポー
ル は東南ア ジ ア の ほ ぼ中心 に位置 し、淡路

島ほ ど の 面 積に 大 きな 人 口 を か か える 過密都市国家で あ

る 。 さらに 、 ア ジア NIES の
一

つ として 急激 な発展 を遂げ

た多民族国家で もあ る。近年の シ ン ガポー
ル で は 少子高

齢化が進行 して い る 。 また、労働力不足を補 うため介護

の 現場 で も外国人労働者 の 雇用 が 盛 ん に行 わ れ て い る。

こ の よ うな現状に お い て 、 福祉施設は よ り
一
層需要が高

まる と予想 される。シ ン ガ ポー
ル の 福祉施設 で は、入居

者 の 居場所は ダイ ニ ン グや活動室等で あ る ため、居室 は

基本的 に 就寝時の み 利用 され て い る。本研 究は入居者の

日常的な移動、休憩、食 事の 場 として ス ロ ープ 、ヒ
ー

リ

ン グガーデ ン 、ダイ ニ ン グの 3 つ の コ モ ン ス ペ ー
ス に 着

目 して 計画 の 特徴 を考察し、居室やダイニ ン グ に対す る

運営方 針 が 日本 と異 な る シ ン ガポ
ー

ル に お い て ど の よ う

な計画が適切で あ る か把握する こ とを 目的 とす る。

2 ．研究の方法

　2011 年 8月 28 日〜9 月 23 日の 間 に 、シ ン ガ ポー
ル 国

内 に お い て 計画中の 福祉居住施設 を含む計 4 施設 の 視察

調査、職 員また は施設長 へ の ヒ ア リ ン グお よ び ア ン ケー

ト調査 を行っ た
註 1）

。 調査結果 と平面図によ り施設 の コ モ

ン ス ペ ー
ス 計画 の 特徴を整理 し、それを特徴づけ る 要因

ご との 傾 向 を 分析す る 。

3 ．シ ン ガポール の 擬要

3−1少子高齢化と高齢者ケアの 現状

　1960 年か ら 1980年代 の 人 口 抑 制政策以来、合計特殊

出生率 の 低下 が進行 し て お り 2010 年に は 1．　15°

／a とな っ

て い る （図 1）。また、平均寿命 は 81，8 歳 と男女 と も に 過

去 最高の 年齢で あ っ た。少子高齢化は今後 さらに進行 し

て い くと推測され て い る （図 2）。

＊ 2

　高齢化率は 2010 年 の 調査 にお い て 9．0％で あ り、そ の

うち 65〜 74歳が 5．　4°

／。 、75 歳以上が 3．6％で あ っ た 。シ

ン ガ ポー
ル 国立 大学 の ア ン ジ ェ リ

ー
ク チ ャ ン 氏 らの 調査

報告書
＊ 3

による と、75 歳以 上 の 後期高齢者を抱える家庭

で は 8 割が メー ド
註 2〕

を高齢者ケア の た めに雇用 し て い

る こ とが 分 か っ て い る。また 、老人 ホ
ー

ム へ の 入 居 を待

っ 高齢者 の 需要が供給を上回 り、長 い 順番待ちが続 い て

い る現状があ る 。

3−2 人材不足に よる外 国人労働者雇用の現状

　 シ ン ガ ポー
ル の 人 口 は 2006年時点で 448 万入 で あ り、

そ の うち国内居住者は 360 万 人で ある 。 労働者人 口 は、

国内被雇用者が 249万人 の うち、シ ン ガポー
ル 市民 は 174

万 人、外 国人労働者 75万 人 で あ り外国入雇 用率 は 約 30％

に及 ん で い る （表 D。 シ ン ガ ポー
ル で は、生産性向上 の

た め 1991 年 よ りス キ ル の 有 る者に 対 し て は外国人雇 用

税
＊ 4

を支払 う制度が導入 され て い る 。 こ れ に よ り、外国

図 ｛： 合計特殊出生串　　　　　図 2 ： 平均寿命の 伸び

　 　 　 表 1 ：総雇用者数 と その うちわけ

居住状況
1997 2006 年 閲 増加 率
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人比率 が よ り高 くな っ て い る看 護、介護 ・家事労働分野

の 施設経営者は資格保有者等を確保するた め の 負担も大

き く な っ て い る。

4 ．医療福祉施設 に おけるコ モ ン ス ペ ー
ス 計画 の 特懲

4−1都市的要因による特徴　（ス ロープに つ い て ）

　 福祉施設 に おけ る 主 な上下階 の 移動手段 は、「エ レ ベ ー

ター
」 又 は 「階段 」 で あ る が、シ ン ガポール に お い て 日

常的な利用 手 段 と し て 取 り入 れ られ て い る （計画 され て

い る）事例 が い くつ か 見受 け られ る。それ らを取 り上 げ

て 、各施設の 計画 の特徴を考察する。各施設 と ス ロ ープ

に関する概要 を表 2 に示 し、平面図 とス ロ
ー

プ写真 を図

3 に 示す。なお、P 施設 に つ い て は現在計 画中で あるた め

パ ース を示 して い る。

a） 事例 1 （S 施設） ス ロ
ー

プ は 屋内 に あ り 、 入居者や

　　職 員が 日常的に使用 して い る。ス ロ
ープ 幅は 1．5m

　　で 使 用 が集中す る 時間 は 、入 居 者 同 士 がすれ 違 い に

　　くい た め 混雑 し て し ま うとい う課題 が ある 。 実態 と

　　して使用頻度が 高い た め 、よ り効率的な利用 の た め

　　には、ス ロ
ー

プ幅を十分 に設ける必要があると推 察

　　され る。

b）事例 2 （B 施設） こ の施設 の ス ロ ープ は、屋上 に 屋 根

が設け られ て お らず、外壁 は窓 の ない 腰壁程度 の 高 さで

計画 され て い る。した が っ て 、降雨 に よ っ て 踏面 が 濡れ

て 滑 りやす い 、直射 日光が 入 る な ど の 課 題 が あ る た め、

ほ とん ど使用 され て い な い 。運営 の 実態 と して は、居住

者に よ る 日常的な利用 は せ ず 、 職員が利用時の み解錠 し

て い る。廊下幅 も 1．　9m と比較的広 く、入居者 にと っ て

使 用 しやす い と考え られ る が、ス ロ ープ利用 の 際に 、天

候 の 影響を受けない 計画をす べ きで あ る と考え られ る 。

c）事例 3 （P 施設） 日常的な利用を 目的 として ス ロ
ープ

が計画され て い る。廊下幅は 1．8m で他の 2 施設と大き

な違い は ない が 、ス ロ
ープ の 長 さが 20m 以 上長く計 画 さ

れ て い る。これ は 勾 配 が緩 く高齢者等 へ の 身体的負担 を

軽 減す る配慮で あ る と考 え られ る 。 また植栽やル ーバ ー

を用 い て、B 施設 にお い て 課題 で あ っ た降雨 と直射 日光

へ の 対応策が取られ て い る と考えられ る。
一
方で 、複数

の 症状 を扱 う精神科ナー
シ ン グ ホ ーム で あ る ため 、 施錠

や扉 の 設置 に よ る移動範囲 を ど の よ うに 制限す るか が 運

営 面 で の 課題 で あ る。

d）ス n 一プの意義

　 シ ン ガポール は 高層建築 の 多 い 都市 国家で あ る た め 、

日本 の 福祉施設 より上下階 へ の 移動回数が多くな る と考

え られ る。身体機能 の 低下 して い る高齢者に とっ て 、日

常生活 の
一

環 とし て ス ロ
ー

プを使用す る こ とは、運 動 を

す る機会 の 増加 につ なが り健 康 へ の 効果が期待 で き る と

考 え られる。ま た 、身体的 に は 健康 で あ っ て も運営上 の

理由に よ り自由に動き回 るス ペ ー
ス が 無い 入居者に とっ

て は、居場所の
一一

っ と して 有効に機能す る可 能性が あ る

と 言える。

　施設運営の 視点か ら考える と、ス ロ ープ導入 が 効率的

に 行われ る とエ レ ベ ー
タ
ー

の 使 用率が減少す る と考え ら

れ るた め 、よ り効率的な施設運営をする こ とにもっ なが

る と推 察 され る。

　今後 の 課題 と して 、車 い す を含 め た最適 なス ロ
ープ幅

や勾配 、入居者に よ るス ロ ープ の 利用頻度や運営方針 に

っ い て さらに 具体的 に 調査 して い く必要があ る。

表 2 ：施設と ス P 一プの 概要

B　　　　　　　　　　　　 S P

199日　　　　　　　　　　 2005 2013
r32人 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 勿 8人 300 人

λ居暫の羅要 　　　細的障審
　　　　　　　　　　　　　　精簿科、認知窪
λ屠者年晦 磁 嗣6磯 認知鼠 矧的障富

ス 囗一ブの長さ（m ！聞 45刀m 　　　　　　　　　　42、Om 673m

の 寉9m 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 15m 21m
λ ロープの

理用方法

ス タツ7 の み優用．入暗者は慈
用していない

日需的な入暑看および ス

タッ フの移塾に疾用

日齋的な入層者およびス g ッ

フの移懃に使鰯

の 1一　　　　　　　11 −
　　　　　　 1

ス ロープの蟹蔓

職上で洗濯物を干すためにス

タッ7 舮侵用 している。
日常的な剰開にタリ．緊亀
時の円 滑な灣βが可能．

日常的な尉用により，緊駟 畦
の円滑な対応が可陀。
深夜嬾 の 際の澤寉空閣と
して活用 可能目

譯題

単ひす　　 にとつ て

が急であること。
屋飆がないため、溝雨により躍
面が藩れて しまうこ と．匹駐目

光が入る二』

スロ
ー

　　 　 い 驢　．日

曲に選麓するζとが多くい互

L亀にすれ遷ラのが困殿むあ
るこ と。

しないようにするた的の運捕
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　 　 図 3 ； 各施設の 基準階平 面 図 とス ロ ープ写 真 （パ
ース ）

4−2 気候的要因 による特徴 （t 一リン グガーデン につ い て ）

　 シ ン ガポー
ル で は、年平均気温 が約 27 度の 高温多湿な

気候が特徴で ある。 それゆえ

に、外壁 の 開 口 部は開放的 で

風通 しもよ く図 4 の よ うに 窓

が取 り付けられ て い な い 施設

も見受 け られ る。した が っ て 、

医療福祉施設 に お け る居室 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 4 ： 鮪設の 繁要
そ の 屋外空聞 との 関係 がよ り密接

で あ る と言 え る。本章で は、癒 し の 庭と して 造園計画 さ

れ た ヒ
ー

リン グガーデ ン に着 目 し、特徴の あ る事例に 焦

・542・
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点 をあ て て 、計画 の 特徴 を考察す る。1 施設 と P 施 設 の

1 階平面図を図 5、図 6 に 示 し、概要を表 3 に 示す 。 な

お 1施設 、P施設 ともに計画中 で ある。

a）ヒ ーり ン グガーデ ン とは

　 ヒ ー
リン グガーデ ン は癒 しの 庭 と訳され 、 そ の 定義は

「あ る
一

定 の 法則 に 従 い 作 られ た 入間 の 福祉 につ な が る

目的を持っ た庭」 とされ て い る。
＊ 1

ヒーリン グガーデ ン

を 設置 し園芸 と人 間を結び つ ける こ とに よっ て 、庭 を訪

れ る 人 々 をエ ン パ ワ
ー

す る 力 を 持 っ た 庭 が ヒ ーリ ン グ ガ

ーデ ン と よ ばれ て い る。 その 設計 の 法則 の
一

部例をあげ

る と
一

年中、何が しか の 草木 を観賞できる こ とや、どの

目線 で あっ て も （子 どもか ら大 人 ま で 、また車椅子 に乗

っ て い て も） 目に 入 る草木が植 えられ て い る こ とな どで

ある。 また 、
ヒ
ー

リン グガ
ーデ ン は、具体的に リハ ビ リ

テ ー
シ ョ ン 、リラ ク ゼーシ ョ ン 、教育活動、社会活動、

そ して レ ク リエ ーシ ョ ン 活動 が提供 で き る よ うにデザイ

ン され て い る こ とが 特徴で あ る。

b）　 1施設、P 施設に共通する特徴

　 2 施 設の ヒ
ー

リン グガ
ーデ ン に共通す る特徼 の 1 つ 目

に 遊歩道が 挙げられる。日中の 運動不足 に よ り生 じやす

い 深夜 徘徊 を防ぐ こ とや、屋 内 に閉 じ こ もりきり の 生活

で は なく入 居前 の 生活状態へ近 づ ける こ とを 目的 として

計画 され て い る。 2 つ 目の特徴は居窒 との関係で あ る。

各 居 室 か ら 直接 出 て ヒ
ー

リ ン グ ガ
ーデン へ 出 る こ とが で

き るため、日常的 に 草木 に触 れ る機会が 増 え る。3 つ 目

は開 口 部の しつ らえ で あ る 。 居室 に は冷房設備が無 い た

め、ヒ
ー

リン グガ
ーデン に面する開 口 部は 風通 しが 確保

で き るよ うに計画 され て お り、基本的 に 開放 され て い る。

これ らの 特徴か ら 、 認知症患者 を対象 と した ヒ
ー

リン グ

ガ
ー

デ ン は リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン や リラ ク ゼー
シ ョ ン 活動

が 可能で あり、居室 か らの ア クセ ス を確保 した計画に よ

っ て 活動 の 頻度 を高め る こ とが で きる と考え られ る。

　気候的条件 か ら比 較をす る と、
一
年の 問 に 気 温 差の 激

しい 日本で は 常に居室 か ら外 へ 出る こ とは難 しい が、シ

ン ガポ
ー

ル の 安定 した気候で は外 へ 出やすい と言 え る。

ゆ え に 、温 暖な気候に よっ て シ ン ガポ
ー

ル で は ヒ
ー

リン

グガーデ ン の 活用頻度は高まる た め、計画 に 取 り入れ る

意義 が ある と推察され る 。
ヒ ーリ ン グガーデ ン の 外 へ は

出て行けない よ うに囲い が設 け られて い るが、計画 にお

い て 、入 居者 の 行動範 囲の 制限やそ の 管理体制、扉 の 設

置等 が 必 要 で あ る。

4−3 社会的要因 に よる特微 （ダイ ニ ングに つ い て）

　 今回調査 を行 っ た 2 つ の 施設 で は 、就寝時以外は居室

を使用 して い ない ため、入居 者 の 主な居 場所 はダイ ニ ン

グや ア クテ ィ ビテ ィ ス ペ ース で あ る。日本 の 福祉施設 は

表 3 ：施設の 概要

病床数 各60沫

入居養属性 認 知 症患者の た め の 病棟（1階）

ヒ
ー

リングガーデン の要絮 深夜俳徊のための 遊歩道が整備されて いる

病 室との 関係 直 接ヒ
ー

リングガ
ー

デンの避 歩道 へ 出られる

開ロ の 計画
見 通しと通 風 を確保す るため 、基 本的に 開放 して

使用する計 画 で ある

．ぜ　 顕帳「　　：
尋 　 換 1断 こ

　
t’t　 じセミトぼニニタヒ’ト

灘  

警 1や 鏑　
匸匸」tt

図 5 ； 1施設 ・外構計酉

○

図 6 ：P施 設 ・外 構計 画

ユ ニ ッ トケ ア が 導入 し て お り、ダイ ニ ン グや リ ビ ン グ だ

けでな く居室で過ごすこ とも可能で あるの に 比 べ て、シ

ン ガポール で は 1 つ の ダイ ニ ン グホ
ー

ル 又 は、入居者属

性 ご とに分 か れ て まとま っ て 過ごす こ とが多い と言える。

ゆえに、ダイ ニ ン グは食事の た めだけの ス ペ ース と して

活用 され る の で は なく、多 目的 ス ペ ー
ス と して 活 用で き

るよ うに計画 され て い る。図 8 に B 施設、図 9 に M施設

の ダ イ ニ ン グ写 真 を示 し、表 4 に 2 施設 の 概要 を示す。
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事例 1 （B 施設） 15 歳か ら 64 歳ま で の 入 居者を対象

とした施設 で ある。身体的 に健康な人 が 多く、食事介助

が 必要 に な る入 居者は 少 ない 。ま た 、ダイ ニ ン グは 1 階

部分の み で あ り、 リハ ビ リや そ の 他の 活 動諸室 は 2 ・3

階 に設 けられ て い る。少人数 の ス タ ッ フ に よる効率的な

ケア の ため に 、居住者全員が
一

か所で 生活で きる面積が

あ り、食事 以 外 で は 多目的 ス ペ ース と して 活用 され て い

る （図 7＞。また 、ダイ ニ ン グは中庭 と外部 に面 して お り、

天井の フ ァ ン を利用 して 通風を確保で きる よ うに 工 夫さ

れ て い る。

事例 2 （鬮施設 ）

　入居者の 属性は、 15 歳以上 の 入居者を対象 とし た施

設 で あ る。25 ％程度が食事介助 の 必要な高齢者 で あ り、

ダイ ニ ン グ は 2 階部分に 1 か 所設 け られ て い る。
一

方、

自分で 食事可能な居住者 の ダイ ニ ン グは 性別 ご とに 分か

れ て お り、それぞれ 1か所ず つ 設 けられ て い る 。 介助 の

必要 な高齢者の基本的な居場所 は ダイ ニ ン グ で あ り、リ

ハ ビ リテ
ー

シ ョ ン 時 に は 活動諸室 で 過 ご し て い る。介助

の 必要 が ない 入 居者は、 レ ク リエ
ー

シ ョ ン 室 や 生 活訓練

室な どで 過 ごす こ とが多く、ダイ ニ ン グ の利用 は 基本的

に食事時 の み で あ る。B 施設に比 べ て入 居者数 に対する

ス タ ッ フ の 数は多く、食事介助 の た め の ス タ ッ フ に よ る

違 い で あ る と考え られ る。両施設 とも、昼間 の 人員配置

は入居者 10 人 に 対 して 職 員 が 1 人 で あ るため入居者を

集中させ て 、 出来 る限 り 1 か所で管理 す る とい う体制が

必要 になる と考えられ る。

　計画 の 課 題 と して、ダイ ニ ン グ を多目的ス ペ ース と し

て利用す る 際 の 衛 生管理が挙げ られ る ため 、 活動領域 の

区別等が必要で ある と考えられ る。

5 ．ま とめ

　 シ ン ガ ポー
ル の 福祉施設 に お い て 、高層建築 が 多い と

い う都市的な現状か らス ロ ープの 日常利用によ り入 居者

の 活動時間 の 増加や、施設運営 の エ ネル ギ
ー

削減が期待

で き る。また、
一
年を通 して安定 し た 温 暖な気候で あ る

とい う特徴か ら入居者 の ヒ
ー

リ ン グガ
ー

デ ン に お け る活

動頻度 は 増 加 す る と考 え られ る。さらに、ス タ ッ フ の 人

員配置が少な い とい う社会的な背景か ら、ダイニ ン グを

多目的 ス ペ ー
ス として 活用 し、入居者 を集中して ケ アす

る傾向があ る と推察され る。

　ス ロ
ー

プ 、
ヒ
ー

リン グガ
ー

デ ン 、ダイ ニ ン グは コ モ ン

ス ペ ース と して 活用頻度が高 く、滞在時 間も長 くなると

考え られ る ため、それぞれ の ス ペ ース が連続する よ う計

画す る こ とで 、動線や管理 の 点 で よ り効果を高め る と

考 え られ る。

図 8 ：凹施設高儲 用 ダイ⇒ ゲ写 真 （左｝ 成 人女姓用 ）
’
1：ンゲ写真 （右 ）

4 ： 2
　・　　　　　　　　・
の 　　

鵜
巳 M

階 数 地下 1階．地 上3階 地 上6階

入 居者 数 （人 ）

2階 ：63（男）

3階 ：57（女 ）

含計 130

2階 ：32（男）／32（女 ）

3階 ；40 （男）／32（女 ）

4階 ：33（男）／31（女 ，

5階 ：26（男）／26（女 ）

　 　 合計 252

ダイニ ン グの 位置 1階
2階 （高齢 者 用 ）

5階 1男 女別 ）

面積 （  ） 320r  　　 2階 145  

5階 30   （舅女 2室 ）

入居者 の 属 性
　知的 障害

年齢応 〜64崖
　 知 的障書

年齢 15歳 以上

入居者の 人数配分（人） 130 　 2階 64（男女）
5階 99（男）ノ89（女 ）

ス タッフ人 数 （人） 40 100

ス タッ7 人 員配置

（ス タッフ ：入居者 ）
昼間 1 ：10

昼 間 1 ：7 （高 齢者 ）

　 　 1 ：10（成人 男女 ）

参考文賦）

2）以下を参照 （2011／11〆02冫。　 「ア ジア諸国の 外箇人労働者受入れ調度の概要」

脳蔦 P；ノ」wvw ．　ka就 01 、曜 ，jD〆ユβ欝 重n岻 ／ilnva
’
Lt∈itSUtmJ〆dsi2，’s ｝rt・ou2−3．　 dr）

3冫　 rシ ンガ ポ
ー

ル の 経済 ビジネス 情報 （SM 　．− SIA｝1

　 〈5tt ；ノ「’ncvs ．　ltpa．　i ．ed齢5u ニセe 融 t，fr鮴尸  冊伽 髦lo527SDdoo2、 IttaJ＞

4） 「シ ン vrif一ル 勵 戳 臨 ｛一 ＞

5）　 瞳 且istry   F　Healthj （htzn；ノ！踊再mt ・h．　ifOt．figx ＞

趣   i風 ry 　of 舳 tア Develepuent 　snd 　s即 就 sl ｛｝．tZ ．！’anDr 　 MCI・s　 o、 ＄9〜’｝

6｝FVoluntary　Teliare　Qr停 mlZnttenj 〈シ ンガ 潔一ル の非営荊牆髄 団体＞

7｝　 rシ ンガポ即ル 人材羇発跳 く一

8）松平千佳 ：ヒ ーリングガーデ ン と隅窘綴祉活動 彫 究紀要 2レ W 筑 20¢ 7一街 静岡県立大 掌

短期 大 学躯

9＞加 藤彰一ほ か ： シ ン ガボ W ル における福黼 設 の 建簗計 函 そ の 1 餐種の 施讃 と構神科ナ

ー
シ ン グ ホ

ー
ム，日本趣纂挙会大会学術講演梗概集 （関東〕 ，E−1．pp2Z3 −224 ，2011

1  竹原 　弥里 ほ か ； シ ン ガポール に お ける福祉施設の建築計面 そ の 2 施黼 成 と居 堅構成

の 特徴，日本贐 築擘会火会学術鯲 梗概蜷 （園柬LE −1，　pp225 −226．2011

薩 　1｝入 居 者概要や 生醐 式に つ い て の内容c 膨傍に よ り鍛腮 回答に ば ら つ きが あ る．

　 2》メ ード ；家事や齎堀 を手伝 うために題われ た女性労働者の こ と

一544 ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


